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身体科受診・入院から
帰ってきた人への看護

次 号 予 告 　2023年11月号

＊予定ですので、著者、内容含めて変更になる場合があります。

帰院時に確認するポイント
診療情報提供書の読み方から継続観察まで
｜舩山健二

ケースで学ぶ治療継続と看護
❶骨折
❷頭部外傷
❸敗血症
❹高血糖
❺消化器疾患（イレウス）
❻緩和ケア
❼褥瘡
｜ 石田琢人、牛田正宏、 

清水勇雄、横須賀響子ほか

調査研究から見えた
「病院間連携」における課題整理
円滑に治療を受けていただくために
｜千葉理恵ほか
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「訪問看護で宿題をみるって言うんだけど、それって看護なのかな」
─ずいぶん前の取材で耳にした、身体を中心に看ておられる訪問
看護師さんの言葉がずっとひっかかっていました（「看護ではない」と
おっしゃりたかったのだろうと思います）。でも、精神科を知っている人
からすれば、「もちろん、それが看護なのだ」とわかります。その人の特
性を医学的にも踏まえた上で、問題行動でなく「環境」にも着目して
調整することで、ストレスや生きづらさを緩和する、かなり高度な精神
看護ならではの技です。子どもにとって宿題は、その小さな社会にある
大きな障壁です。マス目の大きさや下敷きを変えるだけで、字が書ける
ようになる子もいます。今回、経験のない人からは見えにくい児童思春
期の精神看護の視点が少しでも言葉になってくれていたならと思います。
（米沢）

過去に2年間にわたり連載してきた中村創さんの「精神疾患の病態
理解にもとづいた看護」を書籍化したいと考え、現在鋭意原稿整理を
進めております。今改めて読み返し、疾患そのものの解説もさることな
がら、中村さん自身の患者さんとのリアルな関わり（失敗談、成功談）
が秀逸で、これは参考になるわ～としびれております。完成したら、また
セミナーなどのイベントをやりたいなぁ。それを目指してがんばるどー。
（石川）
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